
2024/9/3

1

人材育成と組織改革の秘訣

工藤 勇一

神奈川県幼稚園連合会リーダー養成塾

1

復習

2

当事者意識のなさ

自己肯定感の低さ幸福度の低さ

主体性を失う

与え続ける教育

3

生まれながらの主体性

4

主体性を失い
自分も他人も嫌いになる

不幸な気持ちになる

手をかければかけるほど
生徒は自律できなくなり

自分がうまくいかないことを

誰かのせいにするようになる

5

仲良くさせなきゃと意識し過ぎて

当事者意識を奪っている

6

最上位の目標の立て方

7

組織力を上げるためには

目標の立て方がポイント

8

女子バスケットボール部の例

あなたは新部長に選ばれました。

新チームがスタートしましたが
チームはバラバラの状態です。

部長として
あなたは何から始めますか？
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県大会に出場しよう（市大会優勝）

手段手段 手段手段

優勝したい

グループ

ただ楽しみたい

グループ

10

県大会に出場しよう（市大会優勝）

手段手段 手段手段

優勝したい

グループ

ただ楽しみたい

グループ

11

県大会に出場しよう（市大会優勝）

手段手段 手段手段

優勝したい

グループ

ただ楽しみたい

グループ

この組織は初めから崩壊している

12

目標の立て方を失敗すると
その組織は始めから
崩壊している！

目標は
「全員がOK」
でなければならない！

13

手段手段 手段手段

優勝したい

グループ

ただ楽しみたい

グループ

全員が充実した部活にしよう

14

手段手段 手段手段

優勝したい

グループ

ただ楽しみたい

グループ

女子バスケットボール部はどんな手段を考えればよいのか

全員が充実した部活にしよう

15

【ニュージーランドの例）

16

教育の最上位の目標

主体性 と 当事者意識

17

教育の最上位の目標

主体性 と 当事者意識「自律」
子どもがこの世の中を

自分の力で幸せに生き
ていく力をつけていく自己決定＝人のせい

にしない子

多様性の中で他を尊

重し、対話できる子
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目標を実現する手段の決め方

19

共通の目的（目標）

手段手段 ・・・・・・・

目標を実現する手段を決める

手段

？

20

自律型組織に変える！

目標

21

目標

1. 最上位目標を妨げているもの

2. 目的を見失っているもの

3. 成果は上がっているが非効率なもの

【改善のポイント】

実行！
22

目標

1. 最上位目標を妨げているもの

2. 目的を見失っているもの

3. 成果は上がっているが非効率なもの

【改善のポイント】

実行！
23

目標を実現するための人材育成

24

教師の仕事は外科医と似ている

25

教師における技術は「言葉」

26

言葉を洗練する
セリフ

27
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人間性を鍛えようとしちゃダメ

28

知識、スキルそして経験の反復

29

指導から 支援へ

30

やってみせ

言って聞かせて

させてみせ

誉めてやらねば

人は動かじ

31

やってみせ

言って聞かせて

させてみせ

誉めてやらねば

人は動かじ

32

やってみせ

言って聞かせて

させてみせ

誉めてやらねば

人は動かじ

33

やってみせ

事後の

言って聞かせて（解説）

が大切！

34

【意識改革の３つのフェーズ】

自己矛盾(手段の目的化)に気づく

優先順位を自問自答する

矛盾しない自分に変えるための
プロセスを考える

35

言って聞かせて（事例）
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トラブル対応の基本

37

事実の確認！

初期対応が肝心！

38

① まずは被害者から

② 次は観察者（被害者が認める観察者）

③ そして加害者

④ ①〜③の情報が全て合わないのが普通

事実の聞き取り方①

39

事実をつかむ前に進めると

最悪の事態を招く！

40

警察署・裁判所になってはいけない

41

事実を見極める

42

情報が [事実]なのか？ [伝聞][推測][デマ]？

① 情報が作られた目的は？

② 情報の出どころ？ 「誰に聞いたの？どこの情報？」

③ 情報の具体性？ 「誰に？いつ？どのように？何をされた？」

ファクト（事実）チェック

43

トラブル対応の基本

44

① 生徒の「自律の学び」に変える

② 生徒との信頼関係が増す

③ 保護者との信頼関係が増す

④ 保護者の学びに変える

トラブルを学びに！
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警察署・裁判所になってはいけない

46

ジャッジしちゃいけない

47 48

自己決定させていないことは同じ！

甘やかす教育

厳しく叱る教育

49

人のせいにする子どもが育つ

50

自己決定

ポイントは

51

nどうしたの？

n君はどうしたいの？

n何を支援してほしいの？

大人はジャッジしない

子ども自身の深い思考と自己決定を支えるために

52

大人は警察官にも裁判官になっちゃいけない

兄弟ゲンカ

ジャッジしちゃいけない

53

保護者の信頼を得る
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受けて立つな！ 横に立て！

決して責めるな！ 横に立て！

教師も親も子どもの自律を支える支援者

保護者との連携

55

（例）電話の対応

相手の聞きたいことを話す

56

自分が伝えたいことを
話してはいけない！

相手の聞きたいことから

順番に話す！

57

保護者を変える

58

問題は作られる

59

問題は悪化し固定化する

60

フレームを壊してリフーレミングする

問題は悪化し固定化する

61

不登校対応（リフレーミング）

保護者の心理的安全性と行動変化

不登校生徒の心理的安全性

不登校生徒への自律支援

62

不登校対応（リフレーミング）

保護者の心理的安全性と行動変化

不登校生徒の心理的安全性

不登校生徒への自律支援
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不登校対応（リフレーミング）

保護者の心理的安全性と行動変化

不登校生徒の心理的安全性

不登校生徒への自律支援

64

初期 心理的安全性がない時期

体調が悪い
だるい

朝起きられない
腹痛

下痢

親から怒られる
顔を合わせれば何か言われる

部屋から出なくなる

昼夜逆転する

家庭の中で孤立する

親戚の集まりにいけない
友達と会いづらい

外に出られない

ゲームぐらいしかすることがないけど
やると親に怒られる。結果としてやることがなくて暇

でも何もやる気が起きない
気持ちが落ち込む

誰にもわかってもらえない

65

心理的安全性が保たれてきた時期

体調が悪い日もあるが健康
になった

頭痛が減った
熱を出さなくなった

カウンセリングリームは

朝がゆっくりで楽

カウンセリングルームなら通えるようになった
誰かしらと会え、家族以外とも話ができる

ゲームの話をしたり、一緒に遊べる
自由な時間（学校に行かない分）が増えた

自転車で出かけたり、PCを使う時間ができた

ゲームの腕前が上がった

親があまり怒らなくなった
親との会話が増えた

リビングにいる時間が増えた
きょうだいとも遊ぶようになった

外に出ることの抵抗が減った

友達とも連絡ができるようになり、

一緒に出かけられるようになった

66

不登校の生徒たちが考えた

【不登校のメリット】

① 健康

② 時間

③ 意思決定

【不登校のデメリット】

① 学習の遅れ

② 進学

③ 社会との接点

④ コミュニケーション

刷り込まれた
思い込みだ！

67

保護者を苦しみから救う

解決のポイントとは

68

問題の整理と優先順位

69

まずは、保護者を安心させる

保護者の心理的安全性

70

学校に適応させることが

目標じゃない。

社会に適応させることが
目標！

ポイント

（そもそも日本特有の問題なんだから）

71

まずは、保護者を安心させる

◯ 保護者のせいではないこと

◯ 不登校が不利ではないこと

保護者の心理的安全性

（そもそも日本特有の問題なんだから）
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子どものためと声をかけているのに
悪い反応しかない…（例）昼夜逆転

73

感情の規制

不適切な行動の制御

思考と注意

前頭前野

資料 Dancing Einstein 青砥瑞人氏

74

前頭前野

資料 Dancing Einstein 青砥瑞人氏

感情をコントロールできない

不適切な行動をとめられない

思考できない

75

お互い不幸になる！

76

優先すべきは

心の安定！

77

行動を変える方法

① 良いアプローチは続け、ダメなものはやめる

l ３つのルールを実験のように行うこと

78

ルール(1)

もし上手くいっていないなら

とにかくやめる

行動を変えるための

３つのルール

79

ルール(2)

なんでもいいから

別のことをやってみる

行動を変えるための

３つのルール

80

ルール(3)

もし上手くいったら

続けてみる！

行動を変えるための

３つのルール

81
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行動を変える方法

② 自律を促進する言葉がけ

l ３つの言葉がけで自己決定させる

82

nどうしたの？

n君はどうしたいの？

n何を支援してほしいの？

質問形で（指示しない）

子ども自身の深い思考と自己決定を支えるために

83

自己決定

心理的安全性

自己肯定感

84

行動を変える方法

③ チームで褒めて、心理的安心感を与える

l 「お父さん、○○さん、褒めてたよ〜」

85

行動を変える方法

① 良いアプローチは続け、ダメなものはやめる

l ３つのルールを実験のように行うこと

② 自律を促進する言葉がけ

l ３つの言葉がけで自己決定させる

③ チームで褒めて、心理的安心感を与える

l 「お父さん、○○さん、褒めてたよ〜」

86 87


